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この調査の目的は、河川の砂礫地で繁殖するイカルチドリとコチドリの営巣環境を複数の河川で

調査し、河川環境との関連を検討することを通して、繁殖に有⽤な礫サイズの幅を推定することで
す。コチドリは 15 の、イカルチドリは 27 の都道府県のレッドリストに掲載され、個体数の減少が懸
念されています。彼らの生息環境を把握し、河川管理者に提⾔を⾏うことで、⾝近なチドリが住み
続けられる河川管理に貢献できると考えます。 

 

 
調査地：多摩川、⻤怒川など  
調査時期：2013 年 3 ⽉〜6 ⽉ 
鳥類調査：対象河川の上流域、中流域、下流域に砂礫地面積が類似するように調査枠（川

幅×流れの⽅向 1.5 ㎞）を設置する。調査枠内の砂礫地に繁殖しているつがい数
を巣や巣⽴ち雛から確認し、繁殖密度を推定する。それを調査地間で⽐較する。 

環境調査： 
鳥が好む礫の⼤きさ：調査枠内で繁殖している営

巣個体の巣を確認し、巣の周辺 1m×
1m の写真を真上から撮影する。 

 調査地の砂礫の⼤きさ：調査地の砂礫地からラン
ダムに地点を 30〜50 地点程度選び、
1m×1m の写真を撮影する 

分析：写真のゆがみを補正し、写真上で礫の⼤きさ
を測定。巣の周辺にある礫の⼤きさや構
成と調査地の砂礫を構成する礫の⼤きさや構成を⽐較する。 

 

 
河川をフィールドにしている野鳥観察団体や、自然環境・水環境をテーマに各地の河川で活動

している市⺠団体に調査への協⼒を呼びかけて、チドリ類の観察ネットワークを作ります。協⼒団体
にはチドリ類が生息する地点を知らせていただいて、慎重を要する環境調査はバードリサーチのスタ
ッフが実施します。また調査の際には協⼒団体の⽅にも参加していただき、チドリ類の生息に十分
配慮しながら、⼀緒に調査を⾏います。そして、チドリ類の生態や、繁殖を阻害する要因について
説明を⾏い、相互に情報を交換しながら河川の生態系について理解を深めます。 

参加型調査 

調査方法 

この研究が貢献できること 


